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(

英
語
版)

 

(
ア
ラ
ビ
ア
語
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 (

目
次)

 

 

見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
７
５
年
（
八
十
二
） 

 

第
三
章 

ア
ラ
ー
の
恵
み
ー
石
油
ブ
ー
ム
の
到
来
（
十
九
） 

 

八
十
二 

第
四
次
中
東
戦
争
ー
智
将
サ
ダ
ト
の
登
場 
(

三―

四)
 

  

サ
ダ
ト
は
合
理
的
か
つ
緻
密
な
手
法
で
イ
ス
ラ
エ
ル
に
「
一
泡
吹
か
せ
る
」
戦
略
を
考
え
た
。
そ
の
戦
略
と

は
敵
の
裏
を
か
い
て
短
期
間
で
戦
果
を
挙
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
周
囲
を
敵
に
囲
ま
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
は
常

に
油
断
を
怠
ら
な
い
。
さ
ら
に
実
際
に
戦
端
を
開
き
そ
れ
が
長
期
化
す
る
と
ア
ラ
ブ
側
に
全
く
勝
ち
目
が
無

い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
中
東
戦
争
で
明
ら
か
で
あ
っ
た
。 

  

そ
こ
で
サ
ダ
ト
は
ま
ず
イ
ス
ラ
エ
ル
を
油
断
さ
せ
る
陽
動
作
戦
を
し
か
け
た
。
エ
ジ
プ
ト
が
攻
撃
の
素
振

り
を
見
せ
る
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
直
ち
に
全
国
民
に
動
員
令
を
敷
い
た
。
こ
れ
は
全
く
の
見
せ
か
け
で
イ
ス
ラ

エ
ル
は
無
駄
足
を
踏
ま
さ
れ
た
。
こ
の
作
戦
は
二
度
実
施
さ
れ
、
さ
す
が
に
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
に
は
厭
戦
気

分
が
生
ま
れ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
中
東
戦
争
で
連
戦
連
勝
で
あ
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
に
は
慢
心
と
油

断
が
あ
っ
た
。 

  

１
９
７
３
年
、
サ
ダ
ト
は
隠
密
裏
に
シ
リ
ア
に
も
働
き
か
け
十
月
六
日
を
期
し
て
奇
襲
攻
撃
を
行
う
こ
と

に
し
た
。
十
月
六
日
に
は
宗
教
上
の
大
き
な
意
味
が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
こ
の
日
が
ユ
ダ
ヤ
歴
で
最
も
神

聖
な
「
ヨ
ム
・
キ
プ
ー
ル(

贖
罪
の
日)

」
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
と
っ
て

も
神
聖
な
「
ラ
マ
ダ
ン(

断
食)

月
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
世
界
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
諜
報
機
関

http://ocininitiative.maeda1.jp/082PeaceOnHorizenChapter3-19English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/082PeaceOnHorizenChapter3-19Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/MEHistoryJapaneseRev.html
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す
ら
全
く
予
想
だ
に
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

(

続
く)
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